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【目的】 
2011 年 9 月に発行された朝日新聞出版

『Journalism』に、石井昌幸のスポーツ報道

についての論文が掲載されている。その中で

石井は「今の日本のスポーツ報道の多くに、

その選手・監督の『内面』や『人間としての

アスリート』に焦点をあてドラマ風に仕立て

たものが多くみられるが、本来スポーツ報道

とは選手のパフォーマンスについてのみ批評

すべきである。スポーツそれ自体を語る言葉

よりも物語的表現のほうが多いことはそれを

読者が望んでいるからというより、日本にお

いてスポーツを言語化する努力の積み重ねが

いまだ浅いことを示しているのではないか」

と論じている。また森田浩之は、石井とは対

照的にその著書『メディアスポーツ解体―〈見

えない権力をあぶり出す〉』において「アイデ

ンティティーを形成するという面から、スポ

ーツ報道は物語的報道がのぞましい」と論じ

ている。 
スポーツ選手の内面や人間性に焦点をあて

て記事が構成されている、日本の主たる雑誌

が 『 Sports Graphic Number 』 ( 以 下 、

『Number』とする)であるが、この雑誌が取

り上げている内容の傾向をバックナンバーか

ら分析し、石井と森田の相反する論文を検証

する。さらに、Number 創刊号に掲載された

「江夏の 21 球」を読み解き、Number とは一

体どのようなスタイルのスポーツ報道をして

いるのか、また、今後の Number におけるス

ポーツ報道の変遷を考察することが本研究の

目的である。 
【方法】 
第一章では先行研究として石井・森田の両

論文を読み、分析した。 
第二章では雑誌『Sports Graphic Number』

の 2005 年 1 月初号から 2011 年 11 月末号ま

での計 168 冊の「目次」に登場する、記事で

取り上げられている「人(選手・監督・指導者・

解説者・その他関係者)」、「チーム、競技等」

について、データを取った。その後、全体を

通じて取り上げられている「人」と「チーム

等」の比較、「箱根駅伝」と「高校野球」から

見る Number の掲載記事の変遷、サッカーに

関連する記事の変遷、また特にインサイドス

トーリーに関する記事の変遷について、さま

ざまな点から分析を行った。 
山際淳司『スローカーブをもう一球』(角川

書店、1985 年)に掲載されている「江夏の 21
球」は Number 創刊号(1980 年)に掲載され、

読者の反響が大きく、映像化もされたノンフ

ィクションである。これが今の Number のス

タイルを形成しているといってもよい。第三

章では「江夏の 21 球」を読み解き、Number
がどのような雑誌であるか分析し今後どのよ

うなスタイルになってゆくのかを推測した。 
第四章ではまとめとして、行った分析のお

さらいとそこからわかったことを述べた。 
【結果】 

先行文献では石井と森田の論文を分析し次

の 3 項目が強く見えた。①国内におけるスポ

ーツ報道は「物語的」で脆弱してきている②

そもそもスポーツ報道は「物語的」なのがよ

い③物語的なスポーツ報道は読み手が望む望

まざるに関わらず、メディアによって操作さ

れる／しかしテレビや新聞と違って Number
は、ほとんどの読者が能動的に購入すること

で記事が読まれることから、Number がどの

ような記事を掲載してきて、それは読者のニ

ーズを反映しているか分析した。 
人とチーム等の対比では人を取り上げる記

事が圧倒的に多いこと、ドラマ性を持った箱

根駅伝と甲子園は毎年の掲載記事として定着

しているとは言い切れないこと、また全体を

通じてインサイドストーリーの掲載が近年増

加傾向にあることが分かった。 
【考察】 

Number はインサイドストーリーの物語的

な記事がその中核にあり、それはこれからも

おそらく変わらない、もしくはますます増加

していくだろう。しかし、この記事は物語的

なだけではなく、分析的な面も持ち合わせて

いる。それは「江夏の 21 球」から読みとらえ

ることができるし、高校野球の特集記事のタ

イトルからも見て取れる。隔週誌として流動

的ではあるがこの部分は創刊号から変わらな

いないものであるといえる。 
 


